
－－－画面一一一一ｈｐｎＹ■'＊.Ｗ'凸-ずＶ凸ザタ由Ｔｂ血目で．,凸■屯凸｣．■帝．甘笹‐苛苛凸泊で．ザv、ｖす．ｒＴ､寸甘.w宅二面で.Ｔ▼.市■Ｗ二Ｖ■』凸司一曲､Ｖ▲でr,ザＦＲ昂耐別売Z藍貼晒呼9秒師賄FHNHz千㎡盲■･『百Jh宮部ｾｇＹＷＴＴＷＹ凸ⅦＹ＆ＹＹ■廿寸■Ｗ■Ｙ廿凸TrdrTr■■画■ｎＴＨ■Trd㎡g~■五●､圧ｐＱｍｍｍＥ刀,E●ＸＹｐ｡Ｙ■ｎ４ｍＹ●】I【●ⅡⅡ甘｢ｌＦｘＲ■、画PUK画ＨＸＧｎＪＵｎＫｅ刀Ｘ哩L①Xx●ｽｪ●入貝pスユ申貝!Ｅ乃曲1■nｍ●エエ●ｴ且●凡ユ■■且｡■＆pLq呼且品ＰＡＡ巳皐■日設晒f母ｂ

｡ｍ･江･江･正･立・ｎｇ車自X【e車2Xrg卒旦坤Ｊ願，口g卓少限J睦率＆＠Ｊq迫)0〔2〕唖色中型率空車2本且車少Ⅸ2〕ワジX2〕Ｋ２沖Z卒旦耶昌刃と叩･画ｍｙ｡ｎＭ回｡、，豆･ｍＤｎ･瓜gﾛ産･死〔･幻｡Ⅱ唖)O⑨寧旦)収弧９２草旦耶bゆ･､叩･軍・車bロ取立｡皿馳2堅門勇囲q託醗凶巴煙唖殿A躍凶qA品ugV轟呼&平旦nF品F当翌晶2ｺ･oUQ』･具ﾕﾛ其且･誉９４坐坐9エ･‘￥呂部己畢Eみこ品畢Pこ￥二Ｄｆ曾勺pi'昌呈's全，

、

Ｌ－

し｡，

土博物館だより
1992.4

No.７

津山郷土博物館
．守廿ニピザ．ザ百．I■-■、『Ｗ■Ｙ,『凸ＹＹ●、可F凸ＴＹａＹＴ■て甘■ｒＹａ面丁●丁Ｙ各Ｈ官●Ｔ刀巴面面●五五●Ｈ１●。且●Zn四､ＤＩＹ●ＨｘｂＩ－ｑ圧ＸＸ●XⅡ●ユエeRE●ユ瓦●且Ⅱ②凡且●貝､●品ユ■且ｌＢＨｌ■ＸＸ甲凡且■凡且囚ロユp-Unエー■_ＬＪ且■”_ＫｐＡｎｐＡＡ■八Ｋ■〃ユ■&｣ｌＦＡＡｒＡＡ■月ふち且Ａ守同丑_■Ａ型■0■_▽_凡凡▽日ヂ勺凡､▼八JL君ＡＡ己AJL■凋里．■Ａ八▼狸L守紳L甲“頁ﾛ■４■､且酉'■空■■幻■-匹Ｕｐｎａ－■星

pｅ４ｊ

3>α、＄>d価XKaxXmp】“XRp〕軍⑦“)“:｡、９や1“>睡耶g〕ⅨJ印E)晩睡丹〔2ｽｪﾛヱｚＩ･江.”･皿･xx副0⑤な功試r罪Z車軸f、動喧丈n句ｳg〕ぬｳ程〕CE1CKE1ne唾X唖舛C則噂中｡(X且力⑨中国蛭、Zヰｺｳ、伽gX｡睡寧且睡坤画趣皿.皿.xE･唾｡ｍ･江!x【立・ｘＩ翌呂iHK塑Ｅ

美作国府跡から械月壮介氏により表而採集された

ものである。瓦当面の一部を欠撹する。復弁８弁蓮

華文で復元直径l60cnl・大型の隙内の遊学はl+8で、
巡弁は高く隆起した芋奨をもつ複弁と間弁からなる。

力､人ぺ人

附人辻人

外区内縁は二重の圏線がめぐり、外縁は傾斜･し、そ

の傾斜部に騨龍熊縦を配する。瓦当部と丸瓦部
との接合は、瓦当災面に満を掘ってその部位に丸瓦

を差し込んで行うが､今は丸瓦部はない。膳はよ
く梢選されており、白灰色を呈し、焼成は曜徴であ

る。植月壮介氏寄贈。
どう

この瓦!ま美作国分寺跡1Ａ、美作国分尼寺跡1Aと同
膳人

施、平城宮第２次朝堂院所用瓦である6225Ａ型式と
どうしん

同文である。ところが、美作国府と国分二寺力寸同施

であるものの、後者が胎土に白色砂粒を多く含み、

軟質で黒褐色を呈するように、両者の胎土・焼成は

著しく異なる。

ところで．、津山市教育委員会により1986年以来６

軒丸瓦美作国府跡出土津山市教育委員会蔵

次にわたる美作国府跡中心部の発掘調査が実施され

ている。遺構は大きく上府・下層の２時期からなる。

上府世椛は国土座標に対し北で約２度東に振れる方

位をもつ遣織群で、桁行７間、梁間２間の東西棟を中

心に塀や溝を伴う。建物は掘立柱だが、軒先などに

表題の瓦を使用する。下屑遺構は北で約９度束偏す

る方位をもち、長大な回廊状遺構を中心とする。下

１W辿榊には瓦は使用されない。この下層遺構を７１３

年創設の初期国府とし、国分寺造営を契機として８

世紀中葉に全面的に改作されたのが上層遺構だとみ

る見解がある。これに対し、下層遺構を国府以外の

官街遺構とし、上層遺概を８世紀第２四半期頃の国

府とする見方もある。先の国府、国分二寺の瓦の相

述を時期差と解し、国府が先行するとみるのである。

後者の見解によれば、美作国府と平城宮との結びつ

きはより直接的となる。いずれにせよ、謎は深まる

ばかりである。

ＨlＳＴＯＲ１ＣＡＬＭＵＳＥＵＭＯＦＴＳＵＹＡＭＡＲＥＧｌＯＮ
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津山藩経済と銀札

享保15年（1730）６月、維府は金銀銭札使用禁止

の方針を変更し、従来滞札を使用していた諸藩に対

しては、その再使用を認めた。これを受けて、津山

藩ではただちに銀札の発行を再開した。

この時の幕府の法令では、２０万石以上の大橘は２５

年間、それより下の大柘は１５年間の銀札使用が杵､ｌ

され、その後は期限毎に網ir勘定奉行に報告するこ

とになっていた。そのため津山藩は、１５年毎に銀札

の使用と流通高を幕府に報告することになった。

後の事例であるが、享和２年（1803）の報告によ

れば、津山藩領内で発行している銀札は、総数2,445,

036枚であった。額面では約2,000貫目になる。その内

訳は次の通りである。

′ど匁札1,838,318枚

三分札２６３，２０６枚

弐分札326,946枚

そして、銀札はこれだけであるが、実際の使用に際

しては、これで･は額面が小さすぎて不便であるので、

高額の預')札を用いていた。その数は次のようにな

っていた。

百匁頓り札７，４３８枚

迩拾匁預り札２，９７０枚

参拾匁預り札１，９６６枚

弐拾匁預り札１，８９６枚

拾匁預l)札２，２９６枚

しかし、これらの銀札や預り札がすべて領内で常

時流通していたわけではない。もちろん、個人が保

有している分があるだろうし、藩が押さえておく分

もある。

銀札は幕府正貸との免換を保証された紙幣であり、

藩が銀札を買い戻すことによって通貨通の制限をす

るとすれば、藩はそのために、常時かなりの額の銀

荷雷毒¥毒~三誼

鶴 鍵

津山藩銀札享保15年発行

２

を準備金として持っていなくてはならなくなる。し

かし、津山藩にそのような余裕はなく、それどころ

か、財政の悪化からしばしば銀札の交換を停止する

ような状況が続いていた。

宝暦４年（1754）３月28日夜、町奉行の鈴木喜左

衛門は大目付から突然の呼び出しを受けた。そして

郡代ともども、御用番伊達与兵術から次のような指
示を与えられたのである。

「御才覚之筋不調二付、当時江戸表御差支候、近

年町在共二困窮之義者兼而及承候へ共、可被成

御手立無之候二付、町在江御借り銀札被仰付候、

員数之催汁勘定奉行江可承合候、尤銀札場引替

之儀当分御差留、御蔵正米渡之儀茂被差留候」

ここに「江戸表御差支候」と述べられているよう

に、津山藩においても藩財政の悪化というのは、す

なわち江戸表の財政悪化とほとんど同じ意味であり、

町在からの臨時の借り上げが行われるのは、江戸で

の出費を賄う場合が多い。、

今回の場合は、いろいろと算段をしてみたが、ど､一画ジ
うにもならなかったようで、かなりせつぱ詰まって

おり、町在からの借り上げ・銀札場の交換停止・御

蔵米の引渡し停止といった方法が一度にとられてい

る。

町在からの借り上げは、結局、町から１００賞目、在

から50貧目ということになったが、ここで、城下町経

済にもっとも大きな影斡を及ぼしたのは銀札場での

交換停止であった。

藩側では、銀札場での交換が停止されると、他領

との取引が決済できなくなるという蛎怖を考慮して、

一時的に金銀銭を交えての流通を認めることとなっ

た。しかし、こうした措置を繰り返すことによって、

現実には銀札の信用は失墜し、藩の強制力が少なく

なれば銀札の流通は滞ることとなる。

これ以後、銀札交換が再開され、銀札のみの流通

が再び行われるようになっても、銀札を用いず金銀

銭を用いての取引が跡を絶たないのはそのためであ

る。 、_』
銭と銀との交換棚場も、銀札場で決定されていた

が、それもなくなったために、銭相場が決まらず、
銭と銀との交換ができなくなってしまった。そこで

前例により大年寄が相談して決定し、町々に交換比

率を触れることになった。

また、津山を中心として、周辺地域をも含めた経

済圏が形成されているため、津山藩の銀札交換の停
止は思わぬところに影響を及ぼしていた。津山藩銀

札は津山淵領内のみの通用であるが、実際には、周

辺の幕府領や他領の人々も、津山での取引を通じて

使用していたのである。

松平勝五郎預かり地の村々は、久世の代官所に銀
納で年貢その他を納めていたが、津山で売りさばい

た代金を、津山藩の銀札で所持しており、これを正

金銀に交換しなければ、代官所に納めることができ
ないのであった。



村々からの願書で事情を知り、あわてた代官は、

直ちに津山の町奉行に連絡を入れてきた。連絡を受

けた町奉行は、重役に相談した上で、担当が銀札場

であるから、そちらから返事をする旨を伝えている。

５月３日には、銀札の交換にかわる措置として、

１５日までに札元方へ銀札を持参すれば、正米と交換

するとの触れを出した。しかし、通常の米相場とく

らべて３割５分も低い率での交換であり、このこと

が更に銀札の値打を下げることになっている。

また、蔵米の関係では、５月９日には高田村の塚

谷屋市郎右衛門から、米切手2,300俵について、御蔵

正米の引渡しが求められている。

このような計画性のない、銀札発行、交換の停止

を繰り返していては銀札流通の制御などできるわけ

もなく、また、常に破綻ぎりぎりの状態でなんとか

しのいでいる藩財政では、銀札の交換保障も不十分

にしかなりえない。しかし、流通量の統制と交換の

‘i圏‘｡,ﾉ静ができなければ銀札の緬値はさがる一方であ
そこで城下の商人たちから、銀札を半ば強制的に

預かり、封印して銀札場の蔵に入れておくことによ

って、銀札の過流通を避けようという目的で実施さ

れたのが封印銀札である。こうすれば藩庫の状況に

関係なく、銀札流通量を調整することができる。一

方、商人たちは資金が必要になると開封願を提出し、

自らの銀札を得るのである。

封印銀札は、大年寄３人と諸吟味が立会いの上、

小植に入れて銀札場に預け置き、施錠をする。そし

て、鍵と帳面は諸吟味が管理するというのが通常の

方法である。

明和５年（1768）４月３日の時点での封印銀札は

８２貫900目であった。この額は、出入があるため常に

変動している。

この封印銀札がどの程度の効果があったか不明で

あるが、銀札を封印する場合や、商人の願いIこよっ

て開封を許可する場合の基準が暖昧であり、実際の

‘関ﾛﾛ‘,効果は疑問である。
津山藩での銀札発行の目的が、領内通貨量の不足

を補うためなどではなく、藩財政窮乏にたいする安

易な対策であったのであれば、一時的にはその目的

は達せられたと言ってよいであろう。しかし、領内

経済に与えた影響は必ずしも好ましいものではなか

った。

ただ、銀札場が果たした役割は、単に銀札と正貨

との交換業務のみではなかった。津山藩における中

央銀行的な意味あいもあったのである。

江戸や大坂で急な出費があったような場合には、

銀札場で資金を調達することもしばしばであった。

また、資金繰りに困っている商人たちには資金融資

もおこない、特に問屋の破産・断絶による領内経済

の混乱を防ぐためかなり意を用いていた。しかし、

放漫経営から財政的に破綻をきたす者は跡を絶たず、

既にみたように銀札場の財政状態はけっして余裕の

３

あるものではなかった。

文政12年（1829）６月、勘定所及び銀札場から、

貸し出している銀札の回収状況がよくないため、き

ちんと返済するようにとの達しが出されている。同

時に銀札場の主要な事務を処理している札元に対し

ても、返済が進んでない者に対して適切な処置をし

ていないとして、厳重に注意がなされている。しか

し、その札元自身も資金融通を受けており、未返済

分がかなり残っていたのだから、適切な処置など取

れるはずもなかったのである。

藩札の発行は、幕府の政策の変更からもあきらか

なように、経済政策としては、決して望ましいもの

として存在したのではなく、各藩の実情から、ある

意味では必要悪として認められていた、というのが

実際のところである。

津山藩における藩財政の行き詰まりや、城下町経

済の停滞、村の困窮といった問題は、決して銀札の

発行が原因ではない。しかし、不安定な藩財政に対

する藩側の対応の一つが銀札の発行であったとすれ

ば、そこに見られる様々なあがきから、逆に問題の

本質が見えてくることもあるのではなかろうか。

（尾島治）

津山郷土博物館友の会

平成４年度入会の御案内

より多くの人たちに博物館を利用していただ

くために、津山郷土博物館では、次の要領で

｢津山郷土博物館友の会｣の会員を募集します６

１．会員になると･･…．

(1)津山郷土博物館の常設展・特別展・企画

展が無料で観覧できます。

(2)博物館主催の｢美作の文化財めぐり」（年

４回開催)に参加できます。

(3)｢博物館だより」(年２回発行)や講座･講習

会など博物館に関する情報をお知らせし

ます。

(4)津山洋学資料館･津山弥生の里文化財セン

ターの入館料が割引きされますも

２．会員になるには……

（１）申込資格どなたでも会員になれます。

(2)会費一般1,000円

中学生以下500円です。

(3)申込方法住所・氏名（フリガナ）・性

別・年齢・郵便番号・電話番号・会員

種別を記入して、直接か郵便で博物館

にお申し込みください。

(4)申込期間平成４年４月１日から平成５年

２月28日まで。

入会手続きが完了しますと、会員証をお渡しし

ます３
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土は、旧津山蒲のin印で剣大といい、現在津山市の市蹴である。

く博物館入館案内＞

午前９：００～午後５：００

毎週月曜日・祝日の翌日

１２月27日～１月４１１その他

小・中学生100円（80円）

商校・大学生ｌ５０１ｌｌ（120円）
般200円（160円）

※（）は30人以上の団体

４
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